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１．応招議員は、次のとおりである。 

   第１番 篠塚 啓一   第２番 宇津木宣雄 

   第３番 海老原友子   第４番 神藤 昭彦 

   第５番 小川 公威   第６番 志鳥 勝則 

   第７番 髙橋 正昭   第８番 稲川  洋 

   第９番 勝山 修輔   第10番 津野田重一 

   第11番 生出 慶一   第12番 稲見 敏夫 

   第13番 松本  清   第14番 稲葉  弘 

   第15番 石﨑 幸寛   第16番 田村  稔 

２．出席議員は、次のとおりである。 

   第１番 篠塚 啓一   第２番 宇津木宣雄 

   第３番 海老原友子   第４番 神藤 昭彦 

   第５番 小川 公威   第６番 志鳥 勝則 

   第７番 髙橋 正昭   第８番 稲川  洋 

   第９番 勝山 修輔   第10番 津野田重一 

   第11番 生出 慶一   第12番 稲見 敏夫 

   第13番 松本  清   第14番 稲葉  弘 

   第15番 石﨑 幸寛   第16番 田村  稔 

３．欠席議員 

   なし 

４．職務のため本会議に出席した者は、次のとおりである。 

   議会事務局長 石戸  実  書記（総務係長） 遠井 正 

   書    記 柳田 裕子 

５．地方自治法第１２１条の規定により出席した者は、次のとおりである。 

   町  長      星野 光利    副 町 長      隅内 久雄 

   教 育 長      森田 良司    総務課長      田中 文雄 

   企画課長      枝  博信    税務課長      伊澤 幸延 

   住民生活課長    小島 賢一    福祉課長      田仲 進壽 

   健康課長      梅沢 正春    保険課長      川島 信一 

   産業振興課長    石﨑  薫    都市建設課長    伊藤 知明 

   建築課長      川島 勝也    上下水道課長    小林  実 

   農業委員会事務局長 小池 光男    会計管理者兼出納室長 吉澤 佳子 

   教育総務課長    枝  淑子    生涯学習課長    星野 光弘 

６．本会議の事件は、次のとおりである。 

   日程第１  議案第30号 平成３０年度上三川町一般会計予算 

   日程第２  議案第31号 平成３０年度上三川町国民健康保険事業特別会計予算 



 

   日程第３  議案第32号 平成３０年度上三川町介護保険事業特別会計予算 

   日程第４  議案第33号 平成３０年度上三川町後期高齢者医療特別会計予算 

   日程第５  議案第34号 平成３０年度上三川町公共下水道事業特別会計予算 

   日程第６  議案第35号 平成３０年度上三川町農業集落排水事業特別会計予算 

   日程第７  議案第36号 平成３０年度上三川町水道事業会計予算 
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午前１０時００分 開議 

○議長【田村 稔君】 皆さん、ご起立、願います。 

（全員起立） 

○議長【田村 稔君】 おはようございます。 

（議員・執行部 一同礼） 

○議長【田村 稔君】 ご着席ください。 

 これから本日の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員数は１６人です。 

 日程に入ります。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程第１、議案第３０号「平成３０年度上三川町一般会計予算」から日程第７、

議案第３６号「平成３０年度上三川町水道事業会計予算」までの７議案を一括議題といたします。 

 まず、前日に続き、議案第３０号「平成３０年度上三川町一般会計予算」のうち歳出予算について、

所管課長の説明を求めます。 

 なお、各課長に申し上げますが、本議案は各常任委員会に付託いたしますので、主な内容について説

明をお願いいたします。総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 それでは、歳出について説明いたします。 

 歳出の事項別明細書の説明を行う前に給与費明細書について説明を行います。 

 なお、各事項別明細書に掲載しました人件費については給与費明細書にて総括的な説明をさせていた

だきますので、それ以降の人件費に説明につきましては、省略することをご了承願います。 

 それでは、予算書の１１２ページをお開き願います。 

 給与費明細書、１、特別職について説明いたします。表の下段の比較の欄をごらんください。その他

の特別職、職員数７名の減は、主に人権施策推進審議会委員が２年ごとの開催のため減員となるもので

ございます。その他の特別職、報酬５９８万９,０００円の増額につきましては、主に保健福祉業務嘱

託員及び地域おこし協力隊の増によるものでございます。町等の期末手当１０万２,０００円の増額は、

平成２９年度人事院勧告に準じた引き上げに伴うものでございます。議員の期末手当２４万１,０００

円の増額は、同じく、平成２９年度人事院勧告に準じた引き上げに伴うものでございます。その他の特

別職４万２,０００円の増額は、教育長分の平成２９年度人事院勧告に準じた引き上げに伴うものでご

ざいます。長等の共済費１５万２,０００円の増は、共済組合負担金負担率の引き上げに伴うものでご

ざいます。議員の共済費７４万９,０００円の減額は、同じく、共済組合の負担率の引き上げ以上に、

議員年金分の負担金が引き下げになったため減額となるものでございます。その他の特別職の共済

費１０万２,０００円の増額は、主に教育長分の共済負担率の引き上げに伴うものでございます。 

 給与費明細書、１１３ページ、一般職について、説明が漏れました。大変失礼いたしました。２、一

般職、（１）総括。下段の比較の欄をごらんください。職員数は、括弧書きは短時間勤務職員数が外書

きでございます。総数には変更はございません。理由としましては、学校公仕の定年退職及び再任用に
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伴うものでございます。次に、給料１５３万８,０００円の増額は、主に平成２９年度人事院勧告に準

じた引き上げを行うものでございます。次に、職員手当９５５万８,０００円の増額は、主に勤勉手当

の引き上げに伴うものでございますが、詳細につきましては、職員手当の内訳の欄のときに説明いたし

ます。次に共済費２９１万１,０００円の減額は、早期退職者の特別負担金を減額したことによるもの

でございます。 

 次に、下段の職員手当の内訳について説明いたします。管理職手当７万４,０００円は、主に平

成２９年度人事院勧告に準じた引き上げに伴い、平成２７年度から実施されていました減額措置の解除

に伴うものでございます。扶養手当の４９万２,０００円の増額は、主に対象者の増によるものでござ

います。通勤手当１万９,０００円の減額は、主に平均の通勤距離の短縮によるものでございます。時

間外勤務手当６１万円の増額は、主に栃木県議会議員選挙、今年４月に予定されております、その準備

等によるものでございます。期末手当４万４,０００円の増額は、主に、平成２９年度人事院勧告に準

じた引き上げに伴いまして、平成２７年度から実施されていた減額措置の解除によるものでございます。

勤勉手当９６８万９,０００円の増額は、主に平成２９年度人事院勧告に準じた引き上げの実施による

ものでございます。住居手当９４万２,０００円の減額は、支給対象者の減によるものでございます。

児童手当３９万円の減額は、主に支給対象者の減によるものでございます。 

 なお、参考資料としまして、１１４ページから１１９ページまで給料等の資料が掲載されております

が、説明のほうは重複しますので省略いたします。 

 以上で、給与費明細書の説明を終わります。 

○議長【田村 稔君】 議会事務局長。 

○議会事務局長【石戸 実君】 それでは、予算書の３０ページ、３１ページをお開き願います。 

 第１款第１項１目議会費についてご説明いたします。本年度予算額１億１,９３９万円。主な内容と

しましては、議員１６名分の報酬ほか、議会運営に関する所要の経常経費を予算措置したものでござい

ます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 続きまして、第２款総務費、第１項総務管理費、１目一般管理費について

説明いたします。本年度予算額４億２,３６８万４,０００円。主なものについて説明いたします。 

 予算書３２ページ、３３ページをお開き願います。 

 ７節賃金１,０６９万円につきましては、病気休暇、産前産後休暇等の代替職員分の経費を見込んだ

ものでございます。１１節需用費７８８万７,０００円は、主に庁舎内で使用します消耗品、コピー代、

プリンターのトナー代等でございます。 

 次に、３４ページ、３５ページをお開きください。 

 １９節負担金、補助及び交付金のうち、自治会総合事務交付金１,６３０万２,０００円は、各自治会

へ、自治会事務の運営に当たりまして、均等割３万円、世帯割──１世帯あたり１,２００円の計算で

ございます──を交付しているものでございます。次に、２目行政管理費について説明いたします。本

年度予算額２,３９４万８,０００円。主な支出は、１２節役務費１,９８４万５,０００円で、はがき、
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封書等の通信運搬費でございます。次に、３目財産管理費について説明します。本年度予算額１

億５,２１３万７,０００円で、主な支出としましては、１１節需用費のうち、燃料費７０６

万６,０００円は、ボイラー、公用車等の燃料、光熱水費９５８万６,０００円は、庁舎の電気代等でご

ざいます。１３節委託料のうち施設設備管理２,１０１万８,０００円は、庁舎の各施設の管理業務委託

費でございます。 

 次に、３６ページ、３７ページをお開き願います。 

 １５節工事請負費８,２８４万７,０００円は、庁舎の大規模改修で、屋根の防水工事及び外壁補修等

を行うものでございます。次に、４目交通安全対策費について説明します。本年度予算額１,４２６

万９,０００円。主な支出としましては、１節報酬９７４万４,０００円、交通安全指導員１４人の報酬

でございます。次に、５目防犯費について説明いたします。本年度予算額１,１６７万円で、主な支出

としましては、１１節需用費のうち、光熱水費５１６万２,０００円は、防犯灯の電気料でございま

す。１４節使用料及び賃借料４４３万３,０００円につきましては、平成２９年度に実施しました防犯

灯ＬＥＤ化のリース代でございます。次に、６目コミュニティ推進費について説明いたします。本年度

予算額１,４０５万２,０００円で、主な支出につきまして、３８ページ、３９ページをお開き願います。 

 １３節委託料のうち、指定管理費４１２万５,０００円は、コミュニティセンター５カ所、運動広

場２カ所の費用でございます。１５節工事請負費３０１万４,０００円は、主に石田コミセンの公共下

水道接続工事費等を見込んだものでございます。１９節負担金、補助及び交付金４２３万１,０００円

は、宝くじ助成事業４１７万円等でございます。助成コミュニティとしましては、本郷北、明治コミセ

ンを予定しております。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 企画課長。 

○企画課長【枝 博信君】 続きまして、７目財政管理費、本年度予算額１２７万９,０００円、主な

ものにつきましては、２５節積立金で、基金利子１０２万１,０００円を計上するものでございま

す。８目企画費、本年度予算額３３８万５,０００円。主なものは、１３節委託料で、首都圏における

認知度に係るアンケート調査５９万４,０００円を、１９節負担金、補助及び交付金で２３５

万１,０００円。主なものにつきましては、ツール・ド・とちぎの負担金７０万円、広域連携では、上

三川、下野市、壬生町の１市２町で構成します協議会への負担金１６２万円等を計上するものでござい

ます。９目公共交通費、本年度予算額２,８６２万６,０００円。主なものにつきましては、１３節委託

料の２,６５６万８,０００円。これにつきましては、デマンド交通運行事業に係る委託料でございま

す。１９節負担金、補助及び交付金１５０万円。これにつきましては、ＪＲ石橋駅バリアフリー設備等

管理としまして、下野市と２分の１ずつ負担してございますＪＲ石橋駅公衆便所管理負担金、及びエレ

ベーター管理負担金を計上するものでございます。１０目広報広聴費、本年度予算額７９２

万６,０００円。 

 ４０、４１ページをお開き願います。 

 主なものにつきましては、１１節需用費で、一番上にございます印刷製本費４６１万４,０００円で、

「広報かみのかわ」の印刷料でございます。１３節委託料では、メール配信事業で１２９万６,０００
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円、とちぎテレビデータ放送で９０万８,０００円を計上してございます。１１目情報管理費、予算

額９,４６６万２,０００円。主なものは、１３節委託料で５,７４８万４,０００円。これにつきまして

は、庁内ネットワークシステムに係る事務機器保守の２,５６４万円、搬入・現場調整で３,１８４

万４,０００円でございます。１４節使用料及び賃借料２,７１５万８,０００円。主なものにつきまし

ては、庁内ネットワークシステムに係る事務機器借上の２,６１７万２,０００円でございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 会計管理者兼出納室長。 

○会計管理者兼出納室長【吉澤佳子君】 それでは、続きまして、１２目会計管理費についてご説明い

たします。本年度予算額４８万５,０００円。主なものにつきましては、需用費、印刷製本費で２１

万３,０００円、これは２９年度の決算書８０冊分を計上いたしました。その他の経費につきましては、

出納室の事務執行に要する必要経費でございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 建築課長。 

○建築課長【川島勝也君】 続きまして、１３目施設管理費は、本年度予算額１億９９４万９,０００

円のうち、１３節委託料の９８４万９,０００円は、主に建物の施設管理台帳の作成になります。２５

節の積立金１億１０万円は、公共施設等総合管理基金への積立金１億円と、その利子になります。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 税務課長。 

○税務課長【伊澤幸延君】 続きまして、第２項徴税費についてご説明いたします。１目税務総務費は、

本年度予算額１億３,１１２万４,０００円で、主なものは、４３ページをお開き願いまして、２３節の

償還金、利子及び割引料１,７００万円で、諸税還付金でございます。２目賦課徴収費は、本年度予算

額３,７５１万４,０００円で、主なものは１３節委託料１,７０３万５,０００円で、賦課徴収に関して

の電算処理等でございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 住民生活課長。 

○住民生活課長【小島賢一君】 続きまして、第３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費、

本年度予算額６,９３７万３,０００円でございます。 

 次のページ、４４ページ、４５ページをお開き願います。 

 主なものは、１３節委託料２４９万５,０００円で、戸籍システム等の保守料及びシステム更新・改

修費でございます。１４節使用料及び賃借料５７８万８,０００円は、これら機器の借上料４１０

万３,０００円、ソフトウェア使用料１６８万５,０００円でございます。２目住民情報管理費、予算

額３,５２７万３,０００円で、主なものは、１３節委託料６１０万８,０００円ですが、事務機器保守

といたしまして住基ネットワークシステムハード保守料等で３７７万４,０００円、これら機器の搬入

費、現場調整費等で１１８万３,０００円、コンビニにおける住民票等の交付件数に対して、１件当た

り１１５円の手数料で１,０００件を見込み、地方公共団体情報システム機構に１１万５,０００円を支

払うものでございます。１４節使用料及び賃借料２,１３８万８,０００円は、住民基本台帳システム機
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器借上料、システム使用料、ソフトウェア使用料でございます。１９節負担金、補助及び交付金３８３

万６,０００円ですが、コンビニ交付関係の負担金及び個人番号カードの関連事務を委託するため地方

公共団体情報システム機構への交付金でございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 次に、第４項選挙費、１目選挙管理委員会費について説明します。本年度

予算額１４３万円で、主な支出は、選挙管理委員会委員報酬４人分等でございます。次に、２目選挙常

時啓発費につきましては、本年度予算額９万９,０００円、選挙啓発に要する経常経費でございます。

次に、３目栃木県議会議員選挙費について説明します。本年度予算額３４３万６,０００円は、平

成３０年４月に予定されております統一地方選、栃木県議会議員選挙の選挙の準備費用でございます。 

 以上で第４項選挙費の説明を終わります。 

○議長【田村 稔君】 企画課長。 

○企画課長【枝 博信君】 続きまして、第５項統計調査費、１目統計調査総務費、本年度予算

額１６１万９,０００円。主なものにつきましては、１節報酬、工業統計調査及び住宅土地統計調査に

係る調査員等２８人の報酬１４９万７,０００円を計上するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長【田村 稔君】 議会事務局長。 

○議会事務局長【石戸 実君】 続きまして、第６項１目監査委員費、本年度予算額６５万円。主な内

容は、監査委員２人分の報酬ほか、監査業務に関する所要の経常経費を予算措置したものでございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 福祉課長。 

○福祉課長【田仲進壽君】 続きまして、第３款民生費、第１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、本

年度予算額１億５,４３７万９,０００円。主なものとしましては、次のページ、４８ページ、４９ペー

ジをお開きください。 

 １９節負担金、補助及び交付金６,１２５万６,０００円のうち、補助金５,５９０万８,０００円につ

きましては、町社会福祉協議会の運営費と事業費に対する補助金で、交付金５２７万３,０００円につ

きましては、民生委員、児童委員の活動費として交付するものでございます。続きまして、２目障害者

福祉費、本年度予算額６億３,５４８万８,０００円。主なものとしましては、１３節委託料３,０４３

万７,０００円のうち指定管理費９３０万円につきましては、上三川ふれあいの家ひまわり及び上三川

町子ども発達支援センターおひさまの家の指定管理費でございまして、どちらの施設も平成３２年度ま

での指定管理期間となっております。次に、地域生活支援事業１,９７０万円につきましては、上三川

ふれあいの家ひまわりで行っております相談支援事業と地域活動支援センター、それと町社会福祉協議

会で行っておりますコミュニケーション支援事業の委託料でございます。２０節扶助費５億９,８２２

万４,０００円のうち、障がい者自立支援給付費４億７,７４０万１,０００円につきましては、ヘルパ

ーや施設利用などの障がい福祉サービス費、補装具費支給、及び障がい児通所給付費でございます。 

 ５０、５１ページをお開き願います。 
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 ３目人権推進費、本年度予算額２７６万２,０００円。主なものとしましては、１３節委託料の人権

同和対策推進事業の普及啓発費としての１００万円でございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 健康課長。 

○健康課長【梅沢正春君】 続きまして、４目上三川いきいきプラザ管理費です。予算額２

億２,７２８万９,０００円。こちらの主なものとしましては、いきいきプラザ指定管理費としまし

て１３節委託料の２億２,４５９万９,０００円。こちらと１５節工事請負費として２２０万４,０００

円。こちらは大広間の畳の交換と構内の安全設備として、いきいきプラザの敷地内から道路へ出るため

の出入口４カ所に車両用の減速帯を設置する工事を行うものでございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 保険課長。 

○保険課長【川島信一君】 続きまして、５目老人福祉費、予算額８億７,６３８万８,０００円の主な

ものについてご説明いたします。８節報償費３６５万４,０００円。こちらは敬老会記念品等３１０

万７,０００円が主なものでございます。１３節委託料１,０４６万１,０００円の主なものとしまして

は、次のページ、５２ページ、５３ページをお開きください。 

 ５３ページ、上から３行目の老人福祉措置事業の９６７万８,０００円でございます。内容につきま

しては、３人分の養護老人ホーム入所に係る措置費でございます。１９節負担金、補助及び交付金２

億４,１２２万８,０００円の主なものにつきましては、負担金では、県後期高齢者医療広域連合への負

担金２億２,６０４万２,０００円。交付金では、敬老祝金支給事業の５９５万６,０００円でございま

す。２８節繰出金６億１,９８８万５,０００円につきましては、各特別会計への繰出金でございます。

続きまして、６目国民年金事務費、予算額８６万４,０００円につきましては、日本年金機構から委託

されました国民年金窓口事務に係る事務経費でございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 福祉課長。 

○福祉課長【田仲進壽君】 続きまして、第２項児童福祉費、１目児童福祉総務費、本年度予算額７

億１０１万９,０００円。主なものとしましては、次のページ、５４、５５ページをお開き願います。 

 １３節委託料４,５６２万３,０００円のうち、指定管理費３,８５７万４,０００円につきましては、

放課後児童クラブの運営に要するもので、平成３２年度までの指定管理期間になっております。その下、

ベビーギフト事業２２９万円につきましては新規事業予算でございまして、新生児が誕生しましたお父

さん、お母さんに対しまして、赤ちゃん用品をお選びいただくギフトカタログを差し上げるための経費

として２００件分を計上しております。その下、計画策定２５７万１,０００円につきましては、計画

期間を平成３２年度から平成３６年度までとして策定します第２期上三川町子ども・子育て支援事業計

画のニーズ把握調査に要する経費でございます。２０節扶助費５億８,４２８万円のうち、児童手当５

億７,４９２万円につきましては、４,４４９人分を見込んだものでございます。続きまして、２目母子

福祉費、本年度予算額１億６,９６５万４,０００円。主なものとしましては、１３節委託料５６５万円

のうち、診療報酬明細書審査５５２万円でございますが、こちらは児童医療費審査料でございま
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す。２０節扶助費１億５,８８２万円のうち、児童医療費助成１億４,３００万円につきましては、対象

児童約５,０００人を見込んだものでございます。続きまして、３目保育所費、本年度予算額９

億９,５６５万円。主なものとしましては、次のページ、５６、５７ページをお開き願います。 

 １３節委託料８億５,５２１万１,０００円のうち、保育の実施１,８０２万７,０００円につきまして

は、保育委託料に係る町加算分でございまして、子どものための教育・保育給付費８億３,１３７

万１,０００円につきましては、町内７カ所の保育園への委託料のほか、町内の児童が通園しておりま

す新制度施設への給付などでございます。１５節工事請負費１,５５９万６,０００円につきましては、

現大山保育所建物等の解体撤去工事費でございます。１９節負担金、補助及び交付金１億２,４３５

万４,０００円のうち、保育所設置費助成２,６４０万円につきましては、現在整備中の大山保育園の外

構工事に対する補助金でございます。特定教育・保育施設等助成事業９,７７７万６,０００円につきま

しては、延長保育事業や一時預かり事業等のほか、認定こども園化を予定しております幼稚園の施設整

備に対する補助金でございます。続きまして、４目子育て支援センター費、本年度予算額５,０６９

万６,０００円。こちらにつきましては、上三川町子育て支援センターの運営管理に関する経費を計上

しております。 

 次ページ、５８ページ、５９ページをお開き願います。 

 第２項児童福祉費の一番下の段に記載されております大山保育所費につきましては、今年度、廃目に

なります。 

 続きまして、第３項災害救助費、１目扶助費は科目存置でございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 健康課長。 

○健康課長【梅沢正春君】 続きまして、４款衛生費、第１項保健衛生費、１目保健衛生総務費です。

予算額２億２,９９４万１,０００円の主なものとしましては、１９節負担金、補助及び交付金の上か

ら２段目です、救急医療体制整備事業として、小山地区夜間休日救急医療体制への負担金９０５万円、

また、水道事業会計への負担金につきましては、富士山地区道路新設に伴う水道管布設工事費として、

工事費の半額２００万円を負担するものです。補助金につきましては、次ページ、６０、６１ページを

お開きください。 

 水道事業会計起債利子の補助としての３,７５２万４,０００円となっております。２４節投資及び出

資金、水道事業会計第６次拡張事業に伴う出資金として６,０５０万円の支出となっております。続き

まして、２目予防費、予算額１億２,８７０万３,０００円です。主なものとしまして、１節報酬

の５２８万円。内訳としましては、乳幼児健診・歯科健診の嘱託医１６人分としての３１２万円と、平

成３０年４月開設予定の子育て世代包括支援センターの専任職員として配置する助産師１名分の報

酬２１６万円となっております。７節賃金は、乳幼児健診等の各種母子保健事業のスタッフの賃金とし

て５７０万７,０００円となっております。１３節委託料の１億８５１万円は、妊婦健康診査及び各種

予防接種等に係る委託料として医療機関へ支払うもので、こちらのうちには、平成３０年度から新規事

業として実施予定の中学３年生及び高校３年生を対象にしたインフルエンザ予防接種費用の一部助成に

係る費用としまして７８万円、同じく、平成３０年度から新規事業として実施予定の新生児聴覚検査に
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係る費用として１３０万円が含まれております。続きまして、１９節負担金、補助及び交付金は、交付

金として６９１万円、こちらは予防接種や妊婦健診、新生児聴覚検査の償還払いとしての費用と、妊婦

治療費の助成を行うものでございます。続きまして、３目健康増進事業費です。予算額１,１４６

万２,０００円の主なものとしましては、１３節委託料で、上から２番目の第２期健康増進計画及び

第３期食育計画の策定委託料として４９６万８,０００円と、各種健康教育として、健康づくり事業等

に係る３１１万８,０００円となっております。また、健康マイレージ事業に係る予算も、８目報償費

の２番目、行事記念品１１０万１,０００円など、こちらの健康増進事業費に計上してあります。さら

に、かんぽ生命、ＮＨＫ、ＮＰＯ法人全国ラジオ体操連盟が主催する夏期巡回ラジオ体操みんなの体操

会を８月４日に、上三川中学校の行程を会場に開催する予定であり、その経費としまして、１３節委託

料のイベント管理５５万３,０００円、１４節使用料及び賃借料の車両借上、これは会場までの送迎に

使用するバスの借上料でございますが、２４万３,０００円など、合計９８万円を計上しております。 

 次のページ、６２、６３ページをお開きください。 

 ４目保健センター費です。予算額２５万９,０００円につきましては、保健センターで使用しますコ

ピー機、医療器具ＡＥＤのリース料が主なものとなっております。続きまして、５目老人保健費です。

予算額２,６２２万円の主なものとしましては、一般健康診査費及び後期高齢者健康診査事業等に係

る１３節委託料の２,３４０万５,０００円となっております。続きまして、６目がん・結核等対策費で

す。予算額６,６９９万３,０００円の主なものとしましては、がん・結核検診の集団検診及び個別検診

に係る１３節委託料の６,３９４万円となっております。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 上下水道課長。 

○上下水道課長【小林 実君】 続きまして、７目環境整備費です。本年度予算額２０７万３,０００

円。主な内容は、１９節負担金、補助及び交付金の合併処理浄化槽設置補助金として７人槽の浄化槽５

基分を計上したものでございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 住民生活課長。 

○住民生活課長【小島賢一君】 続きまして、８目環境衛生費、本年度予算額１,２７５万１,０００円

で、主なものは、例年５月末に予定しております花いっぱい運動、環境美化運動の経費としまして、８

節報償費８８万５,０００円、１１節需用費、花いっぱいの花苗代等２０２万２,０００円でございま

す。１９節負担金、補助及び交付金９１８万７,０００円でございますが、これは、芳賀地区広域行政

事務組合斎場負担金として４５１万７,０００円、地球温暖化対策といたしまして、住宅用太陽光発電

システム設置補助に４００万円、今年度から犬猫不妊手術費補助に６５万円を計上しており、犬５０頭、

猫１００頭を予定しております。９目霊園費、本年度予算額１４７万９,０００円でございますが、次

ページの６４、６５ページをお開き願います。 

 主なものは、１３節委託料１３７万６,０００円ですが、霊園の除草管理や樹木管理でございます。 

 第２項清掃費、１目清掃総務費、本年度予算額１,７８６万３,０００円。これは主に人件費でござい

ます。１４節使用料及び賃借料１３万円につきましては、スマートフォンを活用し、各自治会のごみの
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収集日、及びごみの分別等が確認できるアプリの使用料でございます。２目じん芥処理費、本年度予算

額４億１,０３７万９,０００円についてですが、主なものは、８節報償費の５００万円。これは育成会

等が廃品回収した場合に奨励金を交付している資源再利用運動推進費であります。１３節委託

料６,６１６万５,０００円。主なものは、可燃ごみ収集に３,４６７万９,０００円、びん・缶等不燃物

収集に１,３３３万８,０００円、ペットボトルの資源物収集に１,２７４万６,０００円を計上しており

ます。１９節負担金、補助及び交付金３億３,１７９万４,０００円は、クリーンパーク茂原廃棄物処理

費といたしまして２億４,８７９万３,０００円、燃焼ごみ・不燃ごみ・プラスチック等の中間処理及び

最終処分に要する経費で、今年度から最終処分場の建設が本格化するため、負担金の額が大幅に増えて

おります。小山広域保健衛生組合に８,０９６万４,０００円。これはし尿及び浄化槽汚泥の処理のため

の経費でございます。 

 次のページ、６６、６７ページをお開き願います。 

 第３項公害対策費、１目公害総務費、本年度予算額２,５０３万７,０００円。これは主に人件費で

す。２目公害対策費、本年度予算額１８２万８,０００円。主なものは１３節委託料１７３万６,０００

円で、町内の河川、工場排水、臭気等公害環境調査の検査委託料でございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 産業振興課長。 

○産業振興課長【石﨑 薫君】 続きまして、第５款労働費、第１項労働諸費、１目労働費、本年度予

算額１０万円でございますが、中小企業の労働福祉の向上を図るための経費といたしまして所要の補助

金を計上したものでございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 農業委員会事務局長。 

○農業委員会事務局長【小池光男君】 続きまして、第６款農林水産業費、第１項農業費、１目農業委

員会費、本年度予算額４,０５６万６,０００円でございます。１節報酬９９６万円は、農業委員１４名

と農地利用最適化推進委員９人の報酬でございます。 

 次のページの６８、６９ページをお開きいただきたいと思います。 

 ８節報償費から、１９節負担金、補助及び交付金までは農業委員会の運営経費でございます。 

 以上、１目の説明を終わります。 

○議長【田村 稔君】 産業振興課長。 

○産業振興課長【石﨑 薫君】 続きまして、２目農業総務費、本年度予算額７,４２５万５,０００円

でございます。人件費以外の主なものは、１９節負担金、補助及び交付金の５１万８,０００円で、各

種協議会などへの負担金を計上したものでございます。 

 ７０、７１ページをお開き願います。 

 続きまして、３目農業振興費、本年度予算額１億４,５１３万２,０００円でございます。主なもの

は、１５節工事請負費の２,１００万円で、農産物直売所の整備に要する経費を、また、１９節負担金、

補助及び交付金の１億７８４万４,０００円は、主には農産物の生産振興や農業経営の安定に資する取

り組みなどを支援するための経費として、所要の負担金、補助金、さらには交付金を計上したものでご
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ざいます。 

 なお、補助金の一番下の事業、産地パワーアップ事業につきましては、トマト農家のハウス整備を支

援するための経費として新たに計上しているものでございます。 

 ７２、７３ページをお開き願います。 

 続きまして、４目畜産業費、本年度予算額４３０万８,０００円でございます。主なものは、１９節

負担金、補助及び交付金の４３０万３,０００円で、畜産の振興に資する取り組みを支援するための経

費として所要の補助金を計上したものでございます。 

 続きまして、５目農地費、本年度予算額３億２８７万７,０００円でございます。主なものは、１３

節委託料の８９１万７,０００円で、磯川緑地公園と水環境神主公園の維持管理に伴う経費を計上した

ものでございます。また、１９節負担金、補助及び交付金の３,５２７万４,０００円は、各種協議会な

どへの負担金のほか、土地改良事業に対する負担金や補助金となっているものでございます。 

 続きまして、６目改善センター費、本年度予算額２,８１１万６,０００円でございますが、主なもの

は、１３節委託料の１,０７４万８,０００円で、改善センターなどの指定管理費として５９０万円を、

また、施設設備管理といたしまして農村環境改善センターの電気設備などの保守点検や庭園管理業務な

どの委託に要する経費を、工事設計として農村環境改善センターの屋根防水改修工事に伴う設計監理に

要する経費を計上したものでございます。また、１５節工事請負費の１,６８９万２,０００円は、改善

センターの屋根防水改修工事に要する経費となっているものでございます。 

 続きまして、７目農業再生対策推進費、本年度予算額１,９８６万７,０００円でございますが、これ

は本町の水田農業の振興や国の米政策の推進に取り組む農業再生協議会を支援するための経費として所

要の補助金を計上したものでございます。 

 ７４、７５ページをお開き願います。 

 続きまして、第７款商工費、第１項商工費、１目商工総務費、本年度予算額１,４８６万４,０００円

でございますが、主には商工行政に係る職員の人件費となっているものでございます。 

 続きまして、２目商工振興費、本年度予算額５,４５９万８,０００円でございます。主なもの

は、１３節委託料の７４６万７,０００円で、施設管理の６４６万７,０００円は、サンフラワー祭りの

開催に係る所要の経費となっているものでございます。また、１９節負担金、補助及び交付金

の４,１３４万３,０００円は、各種協議会などへの負担金と商工業や観光の振興に資する事業の展開を

支援するための経費として所要の補助金を計上したものでございます。 

 ７６、７７ページをお開き願います。 

 続きまして、３目消費者保護費、本年度予算額２７５万２,０００円でございますが、主なもの

は、１節報酬の２２０万８,０００円で、消費生活相談員の報酬を計上したものでございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 企画課長。 

○企画課長【枝 博信君】 続きまして、４目産業団地整備推進費、本年度予算額３２万１,０００円。

内容としましては、産業団地整備に係る事務的経費を計上するものでございます。 

 以上でございます。 
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○議長【田村 稔君】 都市建設課長。 

○都市建設課長【伊藤知明君】 続きまして、第８款土木費の第１項土木管理費から第４項の都市計画

費までについてご説明申し上げます。 

 まず、第１項土木管理費、１目土木総務費は、本年度予算額１億１,８９９万１,０００円で、主に人

件費及び事務的な経費を計上しております。 

 次ページ、７８ページ、７９ページをお開き願います。 

 ２目地籍調査費は、本年度予算額５,９３２万３,０００円で、主なものは、１３節委託料

の５,５００万５,０００円は、調査２年目の地区としまして、西汗４地区、上神主２地区、坂上２地区

の地籍図及び地籍簿の作成業務と、新規地区としまして、西汗５地区、上神主３地区、下神主１地区、

坂上３地区の１筆地調査を行うものでございます。 

 次ページ、８０、８１ページをお開き願います。 

 第２項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費は、本年度予算額１,３８７万８,０００円で、主なもの

は、１３節委託料の８９１万５,０００円で、道路台帳補正業務の７５０万６,０００円を計上しており

ます。次に、２目道路維持費は、本年度予算額１億４３４万５,０００円で、主なものは、１３節委託

料３,４００万円は、毎年度実施しております道路の除草及び維持管理業務委託を行うものでございま

す。また、１５節工事請負費６,４７０万円は、町道１－０６号線下梁地内ほか５路線の舗装補修工事

と、町道２－０７号線川中子地内の側壁改修工事等を行うものでございます。 

 次に、３目道路新設改良費は、本年度予算額３億６,７７２万９,０００円で、主なものは、１３節委

託料１,１２１万３,０００円は、町道３－１２３号線石田地内の道路改良工事に伴う調整池工事及び町

道２－１１号線多功地内の測量設計業務委託を行うものでございます。また、１５節の工事請負費１

億６,１００万円は、今年度から工事に着手します町道３－１２３号線石田地内と、継続事業で実施し

ております町道１－０４号線下神主地内、及び町道１－１２号線三村地内の道路改良工事と、生活道路

の舗装新設工事等を行うものでございます。１７節公有財産購入費の４,１５０万円と、次ペー

ジ、８２、８３ページをお開き願います。 

 ２２節補償、補填及び賠償金の１億６００万円は、町道３－１２３号線道路改良工事に伴う道路用地

取得費と物件補償費でございます。次に、４目橋梁維持費は、本年度予算額３００万円で、１５節工事

請負費により蓼沼橋の床版修繕工事を行うものでございます。次に、５目交通安全施設費は、本年度予

算額４５０万円で、通行者の安全確保を図るため、本町内における防護柵及び区画線設置工事等を行う

ものでございます。 

 続きまして、第３項河川費、１目河川総務費は、本年度予算額２,８０９万円で、主なものは、１５

節工事請負費２,５００万円で、赤沢川石田地内及び井川川中子地内の護岸整備工事等を行うものでご

ざいます。次に第４項都市計画費、１目都市計画総務費は、本年度予算額５億９,３６５万３,０００円

で、主なものは、１３節委託料２,０４３万１,０００円は、富士山地区及び願成寺地区の公園整備事業

に係る測量設計委託業務等を行うものでございます。１５節工事請負費の２,０５２万２,０００円は、

富士山地区の町道５－２１５号線の道路改良工事を行うものでございます。１７節公有財産購入費

の３,０１０万円は、富士山地区の公園整備事業に係る用地買収費用を計上しておるところでございま
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す。 

 次ページ、８４、８５ページをお開き願います。 

 ２目公園管理費は、本年度予算額１億３,３０９万円で、主なものは、１３節委託料７,１５７

万１,０００円は、都市公園３５公園と、その他公園の施設管理費でございます。また、１５節工事請

負費４,８９５万７,０００円は、公園長寿命化計画に基づきまして、蓼沼緑地公園のトイレ改修工事等

を行うものでございます。３目街路事業費は、本年度予算額１２５万円で、１１節需用費は、上三川通

り街路灯の電気料と修繕料を計上しているものでございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 建築課長。 

○建築課長【川島勝也君】 続きまして、第５項住宅費、１目住宅管理費、本年度予算額３,５９６万

円のうち、主なものといたしましては、１１節需用費の２５９万６,０００円は、次のペー

ジ、８６、８７ページをお開き願います。 

 主に、町営住宅１１６戸の管理修繕料になります。１３節委託料の４３０万９,０００円のうち主な

ものといたしまして、工事設計監理費等につきましては、下町第一町営住宅の外壁改修工事の設計監理

費になります。次に、１５節工事請負費１,８０４万７,０００円につきましては、先ほどの下町第一町

営住宅５０戸のうち２０戸分の外壁改修工事費でございます。次に、１９節負担金、補助及び交付

金２９９万７,０００円につきましては、主に民間住宅の耐震診断改修助成事業による補助金でござい

ます。 

 以上でございます。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 会議途中ですが、ここで１５分間休憩いたします。 

午前１０時５５分 休憩 

 

午前１１時１１分 再開 

○議長【田村 稔君】 休憩前に復しまして会議を開きます。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 それでは、説明を続けます。引き続き、８６ページ、８７ページでござい

ます。 

 第９款消防費、第１項消防費、１目常備消防費につきましては、本年度予算額４億４,１６１

万３,０００円で、１９節負担金、補助及び交付金、石橋地区消防組合に対する負担金、全額でござい

ます。次に、２目非常備消防費について説明します。本年度予算額３,４５８万９,０００円で、主な支

出としましては、１節報酬２,３６９万３,０００円の消防団員の報酬並びに出動手当でございま

す。１８節備品購入費１８６万４,０００円につきましては、消防団員の活動服と防火用具等の購入費

用でございます。 

 次に、８８ページ、８９ページをお開きください。 
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 ３目消防施設費について説明します。本年度予算額１,９５３万９,０００円。主な支出は、１９節負

担金、補助及び交付金のうち負担金、消火栓維持管理費用５４６万６,０００円、水道水使用料４４０

万９,０００円、消火栓設置費２４０万円等でございます。次に４目水防費について説明します。本年

度予算額３１０万９,０００円で、主な支出としましては、１３節委託料のうち製作、２７６

万５,０００円、ハザードマップを全戸配布のため作成いたします。次に、５目災害対策費でございま

す。本年度予算額１,９１０万５,０００円で、主な支出としましては、１９節負担金、補助及び交付金

のうち、防災行政情報通信ネットワーク１,００９万３,０００円は、栃木県が再整備するネットワーク

無線の工事負担金でございます。 

 以上で９款消防費の説明を終わります。 

○議長【田村 稔君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【枝 淑子君】 続きまして、９０、９１ページをお開き願います。 

 ２段目からの説明になります。１０款教育費、第１項教育総務費、１目教育委員会費でございます。

本年度予算額は１５４万７,０００円でございます。教育委員４名分の報酬等を計上したものでござい

ます。次の２目事務局費でございますが、本年度予算額は１億１,０９８万４,０００円で、事務局職員

の人件費と経常経費を計上しているものでございます。 

 次の９２、９３ページをお開き願います。 

 ３目教育研究所費、本年度予算額６,８６７万５,０００円でございます。主なものにつきまして

は、１節の報酬でございますが、外国語指導助手及び適応指導教室指導員、それぞれ３名分を見込んだ

ものでございます。１２節役務費では、プログラミング学習やアクティブラーニング等の教授方法を施

行するために小中学校で導入するタブレット通信料等を計上いたしました。１３節委託料では、人材派

遣として、小中学校へ学校司書を派遣するための費用、外国語指導主事４名を派遣するための費用、及

び中学生の海外派遣事業として２５名分を計上したものでございます。 

 以上でございます。 

○議長【田村 稔君】 福祉課長。 

○福祉課長【田仲進壽君】 続きまして、４目幼稚園費でございます。本年度予算額８,８６６

万６,０００円。主なものといたしましては、１９節負担金、補助及び交付金８,８６２万７,０００円

のうち、幼稚園就園奨励費７,５４２万４,０００円につきましては、５７４人分の補助金を見込んでお

ります。また、第３子以降子育て支援費１,２２３万８,０００円は、８０人分の補助金を見込んでおり

ます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【枝 淑子君】 続きまして、９４、９５ページをお開き願います。 

 ５目教育支援費でございます。本年度予算額６万５,０００円につきましては、障がいのある児童生

徒の適正な就学指導及び教育措置を図るための教育支援委員会に係る経費でございます。次に、第２項

小学校費、１目学校管理費でございますが、この費用につきましては、小学校７校分の学校環境の整備

費及び学級運営等改善事業として、特別教育指導員等を配置するための費用を計上しているものでござ
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います。本年度予算額１億７,３７０万８,０００円でございます。主なものについてご説明申し上げま

すと、１３節委託料、施設設備管理につきましては、警備委託等７校分の約２０項目についての委託料

でございます。 

 ９６、９７ページをお開き願います。 

 １５節工事請負費には、坂上小学校の門扉改修及び本郷北小学校、北小学校への防犯カメラ設置に係

る工事費等を計上したものでございます。次に、２目教育振興費、本年度予算額は４,４５０

万９,０００円でございます。この費用につきましては、教育支援体制充実のための費用を計上したも

のでございます。主なものといたしましては、１４節の使用料及び賃借料、機器借上料につきまして

は、７校分のノート型パソコン等のリース料３２９台分になります。さらに、車両借上につきましては、

各種行事大会、宿泊学習等のバスの借上料でございます。２０節扶助費につきましては、特別支援教育

就学奨励費２６人分、宿泊学習等参加費２５人分、要保護・準要保護児童生徒援助費７９人分を計上し

たものでございます。次に、第３項中学校費、１目学校管理費でございますが、本年度予算額

は８,８５３万９,０００円でございます。こちらの費用につきましては、中学校３校の学校環境整備等

の経費を計上しているものでございます。 

 次のページをお開き願います。主なものにつきましては、１３節の委託料でございますが、中学校３

校の施設設備管理の２０項目の委託費及び生徒・教職員の検査に係る費用を計上したものでございま

す。１５節工事請負費につきましては、明治中学校の駐輪場改修費用を計上したものでございます。次

に、２目教育振興費につきましては、教育支援のための経費を計上したもので、本年度予算

額３,９７２万７,０００円でございます。主なものといたしましては、１４節の使用料及び賃借料で機

器借上料、こちらは中学校３校分のノート型パソコン等のリース２０６台分、さらには、宿泊学習等の

バスの借上料でございます。２０節扶助費につきましては、特別支援教育就学奨励費１２人分、次のペ

ージに移らせていただきます。 

 宿泊学習参加費４９人、さらには要保護・準要保護生徒援助費４５人分を計上しているものでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長【田村 稔君】 生涯学習課長。 

○生涯学習課長【星野光弘君】 続きまして、第４項社会教育費についてご説明いたします。１目社会

教育総務費、本年度予算額８,６９４万３,０００円でございます。主なものは、１３節委託料９７３

万６,０００円で、町内５カ所で開設しております放課後子ども教室事業の運営費用でございます。ま

た、１９節負担金、補助及び交付金では、自治会公民館建設補助金として、美里自治会公民館の新築と

五分一自治会公民館の改修補助金を計上しております。次に、２目公民館費、本年度予算額２,４４１

万９,０００円でございます。主なものは、８節報償費３４１万円で、中央公民館で行う約３０の講座

の講師謝礼として３２５万円などでございます。 

 また、次のページになりますが、１５節工事請負費では、トイレの一部洋式化や高圧引込設備の更新

改修などの工事費３７１万９,０００円を計上しております。次に３目図書館費、本年度予算

額６,４２２万３,０００円でございます。主なものは、１３節委託料で、図書館指定管理料５,８６３
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万円などを計上しており、また、１５節工事請負費では、図書館トイレの洋式化工事を計上しておりま

す。次に、４目文化財保護費、本年度予算額１,２５０万６,０００円でございます。主なものとしまし

ては、こちら、次のページになりますが、１３節委託料で、上神主・茂原官衙遺跡や町指定史跡の説明

案内看板製作費として２３９万３,０００円。上神主・茂原官衙遺跡の町有地除草業務委託費２０５

万８,０００円などを計上しております。次に、５目文化振興費、本年度予算額２７７万円でございま

す。主なものは、１３節委託料の普及啓発事業、小中学校で実施します文化体験教室の委託費５２

万９,０００円、１９節負担金、補助及び交付金の町文化祭の開催費用の補助金１２０万円などとなっ

ております。次に、集会所費、本年度予算額３９９万３,０００円でございます。主なものは、１３節

委託料９９万５,０００円で、東館南集会所の夜間機械警備などの施設設備管理料５６万３,０００円、

人権講演の委託費４３万２,０００円でございます。 

 次のページ、１０６ページ、１０７ページをお開きください。 

 第５項保健体育費についてご説明いたします。まず、１目保健体育総務費、本年度予算額１,３４８

万１,０００円ですが、主なものとしまして、１８節備品購入費８４万４,０００円では、地域おこし協

力隊の活動用フェンシング関係用具購入費を計上しております。１９節負担金、補助及び交付金７９５

万６,０００円では、体育協会への事業費補助金や駅伝大会、マラソン大会の開催費用補助金を計上し

ております。次に、２目体育振興費、本年度予算額５７３万６,０００円でございます。主なものは８

節報償費２４８万円で、スポーツレクリエーション祭の記念品等として１１６万円でございます。 

 次に、１０８ページ、１０９ページをお開きください。 

 ３目体育施設管理費、本年度予算額４,５７２万５,０００円でございます。主なものは、１３節委託

料３,４８６万３,０００円で、町体育施設の指定管理料１,５１８万５,０００円、及び体育センターの

耐震大規模改修設計業務委託費などで１,８６３万円でございます。また、１５節工事請負費８０６

万８,０００円では、体育センターにおいて柱と屋根の接合部分の補修工事を行う予定としております。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【枝 淑子君】 続きまして、４目給食センター費についてご説明いたします。本年度

予算額２億１,７７２万３,０００円でございます。主なものにつきましては、１３節委託料でございま

すが、施設設備管理に係る業務委託費、学校給食の米飯炊飯２,８９２人分の委託費、さらには、給食

センターの調理・配送・配膳業務の委託費を計上したものでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 １４節使用料及び賃借料、機器借上８１６万７,０００円につきましては、空調機器賃借料を計上し

たものでございます。１５節の工事請負費では、電気回転がま４台の改修ほか、電気設備の改修工事費

等を計上したものでございます。 

 以上でございます。 

○議長【田村 稔君】 福祉課長。 

○福祉課長【田仲進壽君】 続きまして、第１１款災害復旧費、第１項民生施設災害復旧費、１目民生

施設災害復旧費でございます。本年度予算額１,０００円でございますが、こちらは科目存置でござい
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ます。 

 同様に、第２項農林水産業施設災害復旧費、１目農地災害復旧費、本年度予算額１,０００円。 

 それから、第３項土木施設災害復旧費、１目河川災害復旧費、本年度予算額１,０００円につきまし

ても、それぞれ科目存置でございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 企画課長。 

○企画課長【枝 博信君】 続きまして、第１２款第１項公債費、１目元金の７億９,０８８

万３,０００円につきましては、地方債元金の償還金でございます。２目利子の５,６４９万６,０００

円につきましては、地方債利子の償還金を計上するものでございます。 

 第１３款諸支出金、第１項普通財産取得費、１目土地購入費につきましては科目存置でございます。 

 第１４款第１項１目予備費１,０００万円。予備費につきましては、予算に計上していない軽微なも

のや、年度途中の所要の経費に不足が生じた場合に充当するものでございます。 

 それでは、８ページに戻っていただきたいと思います。 

 第２表債務負担行為でございます。子ども・子育て支援事業計画策定事業につきましては、平成３０

年度に住民アンケート調査を実施いたしますが、平成３１年度の策定と関連性が深いため一括して委託

する事業者を選定したいため、債務負担行為の期間をですね、平成３１年度、限度額を２４４

万２,０００円と定めるものでございます。次に、不燃物・びん・缶収集運搬委託事業、及び、３番目

になりますが、公共可燃収集運搬委託事業、こちらにつきましては、双方ともですね、平成３０年度末

で収集運搬契約の期間が終了することから、平成３０年度に収集運搬事業者を選定する必要があるため、

債務負担行為の期間を、平成３０年度から平成３１年度まで限度額を表のとおり定めるものでございま

す。 

 続きまして、その下になります、一般健康診査等集団健診委託料、及び、５番目になりますが、がん

検診事業等集団健診委託料。こちらにつきましては、平成３０年度末で同じく、双方とも契約の期間が

終了することからですね、平成３０年度中に受託事業者を選定する必要があるため、債務負担行為の期

間を平成３０年度から平成３１年度まで、限度額を表のとおり定めるものでございます。 

 続きまして、６番目になります。平成３０年度農業近代化資金利子補給、スーパーＬ資金からです

ね、９番目の平成３０年度農業近代化資金利子補給、産地基盤強化促進資金までの利子補給事業でござ

いますが、記載のとおり、償還期限の期間、融資借入限度額に対する利率及び利子補給の限度額を、表

のとおり定めるものでございます。 

 その下になります、平成３０年度中小企業事業資金融資利子補助につきましては、同じく記載のとお

り、償還期限の期間、融資借入限度額に対する利率及び利子補給の限度額を表のとおり定めるものでご

ざいます。 

 次にですね、上三川町ＡＬＴ配置事業につきましては、平成３１年度から３年間の契約を締結するに

当たりまして、平成３０年度に業者選定の必要があることから、債務負担行為の期間を平成３０年度か

ら平成３３年度までとし、限度額を４,９１５万３,０００円と定めるものでございます。 

 続きまして、上三川町体育施設及び都市公園施設指定管理者につきましては、平成３１年度から３年
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間の契約を締結するに当たりまして、平成３０年度に事業選定の必要があることから、債務負担行為の

期間を平成３０年度から平成３３年度までとし、限度額を５,７０２万１,０００円と定めるものでござ

います。 

 続きまして、９ページをごらん願います。 

 第３表につきましては、地方債を定めるものでございます。地方債につきましては、歳入予算のです

ね、第２０款町債におきまして、前にですね、内容の説明をさせていただいたところでございます。そ

れらにつきましては、地方自治法施行規則で規定されている様式に基づきですね、起債の目的、限度額、

起債の方法、利率、償還の方法を表に定めたものでございます。 

 以上をもちまして、平成３０年度一般会計予算の説明を終わります。 

○議長【田村 稔君】 保険課長。 

○保険課長【川島信一君】 それでは、１２５ページをお開き願います。議案第３１号「平成３０年度

上三川町国民健康保険事業特別会計予算」についてご説明いたします。 

 歳入歳出の説明の前に、平成３０年度改正点について、概要をご説明いたします。国民健康保険は、

平成３０年４月１日から、都道府県が財政運営の責任主体となり、市町と共同で事業の運営を行うこと

になりました。お金の流れといたしましては、県がここ数年の医療費状況をもとに、市町ごとの納付金

を定め、定められた納付金について国民健康保険税をもとに町が県に支払い、県は集まった納付金から、

給付に必要な額を全額市町に対し支払います。次に、町はこれをもとに医療費のうちの個人負担分を除

いた保険給付を支払います。県が財政運営の責任主体となったことにより、国から町まで流れてきたお

金が県で受け取ることになったり、町が支払っていたものを県が支払うように変わってきたため、歳入

歳出で科目存置の１,０００円だけとなったものがたくさんあります。国民保険税額におきまして

も、３０年度については初年度ということで、税率を据え置くとしております。 

 なお、国民健康保険の限度額につきましては、県内市町の話し合いで統一することになりましたので、

条例改正案件で上程しましたように、国の限度額に合わせたものとすることを予定しております。 

 それでは、次に、内容についてご説明いたします。 

 １３４ページ、１３５ページをお開き願います。 

 ２の歳入について、主なものをご説明いたします。 

 第１款第１項保険税、１目一般被保険者保険税、予算額７億２,６３１万円、対前年比０.９％の減で

ございます。減額の理由につきましては、被保険者数の減少によるものでございます。現年課税分とい

たしまして、１節保険給付費分が４億７,０８９万円、２節後期高齢者支援金分１億３,９３６万円、３

節介護納付金分５,４０６万円をそれぞれ計上するものでございます。２目退職被保険者等保険税、予

算額９５８万１,０００円、対前年比で６０.３％の減でございます。減額の理由につきましては、制度

廃止に伴う被保険者数の減少によるものでございます。現年課税分といたしましては、１節医療給付分

が５４８万４,０００円、２節後期高齢者支援金分が１５８万７,０００円、３節介護納付金分１４１万

円を計上するものでございます。 

 １３６ページ、１３７ページをお開きください。 

 ページ中ほどになります、第５款県支出金、第２項県補助金、１目保険給付費等交付金、予算額１８
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億９,１１３万４,０００円につきましては、３０年度から新たな項目となります、１節普通交付金１８

億３,８８６万２,０００円は、最初に説明しましたように、国民健康保険の県域化に伴い、各市町から

県に納めた納付金などをもとに、各市町の療養給付費分が交付されるものでございます。２節特別交付

金５,２２７万２,０００円は、健診受診率向上や、保険税徴収率向上などに基づき交付されるものでご

ざいます。 

 ページ、一番下にあります第９款第１項繰入金、２目一般会計繰入金、予算額２億１,４９１

万９,０００円につきましては、１節保険基盤安定繰入金の１億４,２１５万円。次のページ、１３８ペ

ージ、１３９ページをお開き願います。 

 ２節職員給付費等繰入金が５,６１２万円、３節出産育児金等繰入金が９８０万円となっております。 

 以上で歳入についての説明を終わります。 

 続きまして、１４０ページ、１４１ページをお開き願います。 

 ３の歳出について主なものをご説明いたします。 

 第１款第１項総務管理費、１目一般管理費、予算額４,９６６万３,０００円。主な支出につきまして

は、人件費及び事務費等でございます。 

 第２項徴税費、１目賦課徴収費、予算額５２８万３,０００円につきましては、国民健康保険税賦課

徴収に係る事務経費でございます。 

 次のページ、１４２ページ、１４３ページをお開き願います。 

 第２款保険給付費、第１項療養諸費につきましては、被保険者の療養給付費等に係る予算でございま

す。１目一般被保険者療養給付費から５目の審査支払手数料までの合計の予算額は、一番下の計の欄を

ごらん願いまして、昨年度と比較しまして９.４％減の１７億１,７４９万２,０００円を見込むもので

ございます。 

 第２項高額療養諸費につきましては、被保険者の高額療養費に係る予算で、１目の一般被保険者高額

療養費から４目の退職被保険者等高額介護合算療養費までの合計の予算額が、下の計の欄をごらんいた

だきますが、昨年と比較しまして１３％減になります２億１,８１５万１,０００円を見込むものでござ

います。 

 第４項出産育児諸費、１目出産育児一時金、予算額１,４７０万円は、出産一時金として１件４２万

円で、３５件分を見込むものでございます。 

 次のページ、１４４ページ、１４５ページをお開き願います。 

 第３款国民健康保険事業納付金、第１項医療給付費分、下の計の欄をごらんいただきたいのです

が、５億６,８９３万８,０００円。第２項、後期高齢者支援等分、下の計の欄をごらんいただきたいの

ですが、１億９,３５０万４,０００円。第３項介護納付金分６,９８２万５,０００円につきまして、さ

きにご説明しました国保県域化に伴い県へ納付するものでございます。 

 第５款第１項保健事業費、１目保健衛生普及費、予算額５１０万９,０００円。主なものにつきまし

ては、１９節負担金、補助及び交付金の４３５万円で、こちらは被保険者の人間ドック１５０人分を見

込むものでございます。 

 第６款第１項１目特定健康診査等費、予算額１,３４２万５,０００円。こちらの主なものとしまして
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は、１３節委託料の１,１４８万４,０００円で、特定健康診査及び特定保健指導に係る委託料でござい

ます。 

 それでは、１２９ページにお戻りいただきたいと思います。 

 第２表は債務負担行為でございます。特定健康診査・特定保健指導集団健診委託料、こちらにつきま

しては、健診、保健指導に係る債務負担行為でございます。平成３０年度において、委託業者の選定を

実施することから、期間を平成３０年度から平成３１年度まで、限度額を１,４３０万４,０００円と定

めるものでございます。 

 以上で、平成３０年度上三川町国民健康保険特別会計予算の説明を終わります。 

 続きまして、１５７ページをお開き願います。 

 議案第３２号「平成３０年度上三川町介護保険事業特別会計予算」についてご説明いたします。 

 介護保険事業につきましては、条例改正案件を上程しましたように、平成３０年度には３年に一度の

改正の年となり、今後３年間の需要見込みを踏まえて保険料の改正を予定しております。介護保険料

は３年間同じ額となるため、２９年は３年間の最後の年でしたので基金を取り崩しましたが、３０年は

積み立てる年となり、１年ごとに増える介護保険事業費に対応いたします。 

 １６４ページ、１６５ページをお開き願います。 

 ２の歳入の主なものをご説明いたします。 

 第１款保険料、第１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料、予算額５億３,５０７万７,０００円、

対前年比２３.９％の増となります。増額の理由につきましては、保険料の改定によるものでございま

す。保険料の主なものとしまして、１節の現年度分特別徴収保険料が４億９,２５０万１,０００円、２

節の現年度分普通徴収保険料が４,０３１万６,０００円でございます。 

 第４款国庫支出金、第１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、予算額３億５,３９２万５,０００円

につきましては、介護給付費に対する国庫負担金でございます。第２項国庫補助金、１目調整交付金、

予算額４,９２２万８,０００円につきましては、介護給付費のうち２.５４％を見込んで計上したもの

でございます。２目地域支援介護予防事業交付金、予算額１,０９１万４,０００円につきましては、対

象事業費の２５％を計上しております。３目地域支援包括的支援事業等交付金２,１２８万３,０００円

につきましては、やはり対象事業費のうち３８.５％を計上するものでございます。 

 第５款第１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、予算額５億２,３２９万８,０００円につきま

しては、介護給付費の２７％に相当する金額を計上したものでございます。 

 第６款県支出金、第１項県負担金、１目介護給付費負担金、予算額２億７,５９７万１,０００円につ

きましては、介護給付費に対する県負担金でございます。 

 次のページ、１６６ページ、１６７ページをお開き願います。 

 第２項県補助金、１目地域支援介護予防事業交付金、予算額５４５万７,０００円につきましては、

介護予防日常生活支援総合事業費の１２.５％を計上しております。２目地域支援包括的支援事業等交

付金１,０６４万２,０００円につきましては、やはり対象事業費の１９.２５％を計上したものでござ

います。 

 第８款繰入金、第１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金、予算額２億４,２２６万８,０００円
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につきましては、介護給付費総額の１２.５％を計上したものでございます。５目その他一般会計繰入

金、予算額７,５４１万９,０００円につきましては、１節の職員給与費等繰入金３,３２８万３,０００

円、２節の事務費繰入金が２,９５４万９,０００円、３節その他事業繰入金として１,２５８

万７,０００円を、それぞれ計上したものでございます。 

 以上で歳入の説明を終わります。 

 １７０ページ、１７１ページをお開き願います。 

 ３の歳出の主なものについてご説明いたします。 

 第１款総務費、第１項総務管理費、１目一般管理費、予算額３,９７３万７,０００円につきましては、

人件費、事務費等でございます。また、本年度は介護保険制度改正に伴うシステム改修といたしまし

て、１３節委託料に２３７万６,０００円を計上しております。第２項徴収費、１目賦課徴収費、予算

額１７０万１,０００円につきましては、介護保険料の賦課徴収に係る経費でございます。第３項１目

介護認定審査会費、予算額４８５万７,０００円につきましては、主に介護認定審査会委員２６人の報

酬等でございます。２目認定調査等費、予算額１,５３６万８,０００円の主なものにつきましては、介

護認定調査員４人分の報酬等でございます。 

 次の１７２ページ、１７３ページをお開き願います。 

 第２款保険給付費、第１項介護サービス等諸費、下の計の欄をごらんいただきたいのですが、予算額

の合計１７億７,４５７万１,０００円につきましては、要介護１から要介護５の方への介護サービスに

係る経費を計上しております。第２項介護予防サービス等諸費につきましては、次のページ、１７４ペ

ージ、１７５ページをお開き願いまして、一番上の枠の中の一番下の計の欄でございますが、合計予算

額の３,５３９万５,０００円につきましては、要支援１及び要支援２の方への介護予防サービスに係る

経費を計上しております。第４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費、予算額４,２９３

万６,０００円につきましては、介護保険サービスの個人負担分が限度額を超えた場合に給付する経費

でございます。第５項高額医療合算介護サービス等費、１目高額医療合算介護サービス費、予算

額５３０万円につきましては、世帯内で医療と介護の両制度において自己負担の合計額が一定の限度額

を超えた場合に支給するものでございます。 

 次のページ、１７６ページ、１７７ページをお開き願います。 

 第６項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス費、予算額７,８０２万４,０００

円につきましては、低所得入所者の負担軽減措置に係る経費でございます。 

 第３款地域支援事業費、第１項介護予防・日常生活支援総合事業費、１目介護予防・生活支援サービ

ス費、予算額３,８４８万３,０００円。こちらの主なものとしましては、１３節負担金３,２３５

万３,０００円で、訪問介護・通所介護等のサービスに係る経費でございます。２目の一般介護予防事

業７９４万３,０００円。主なものは、１３節委託料７１６万２,０００円の介護予防事業に係る経費で

ございます。第２項１目包括的支援事業等費、予算額６,５０９万３,０００円の主なものにつきまして

は、１３節委託料４,８７７万３,０００円、主に在宅介護支援センター３カ所への事業委託料、及び地

域包括支援センターへの各種包括事業委託費でございます。 

 次のページ、１７８ページ、１７９ページをお開き願います。 
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 １９節負担金、補助及び交付金９７０万２,０００円は、寝たきり高齢者等の介護手当交付金でござ

います。 

 第４款第１項基金積立金、１目介護給付費準備基金積立金、予算額２,２３１万２,０００円につきま

しては、最初に説明しましたように、今後３年間を見通して保険料を上げており、１年目の今年積み立

て、３年目に繰り出すことを予定しております。 

 以上で、平成３０年度上三川町介護保険事業特別会計予算の説明を終わります。 

 続きまして、１８７ページをお開き願います。議案第３３号「平成３０年度上三川町後期高齢者医療

特別会計予算」についてご説明いたします。 

 １９４ページ、１９５ページをお開き願います。 

 ２の歳入の主なものについてご説明いたします。 

 第１款第１項１目保険料、予算額１億９,３９０万３,０００円。主なものは、１節の現年度分特別徴

収保険料１億２,４０３万６,０００円、２節の現年度分普通徴収保険料として６,９１６万７,０００円

でございます。 

 第４款繰入金、第１項一般会計繰入金、１目事務費繰入金、予算額１,４５９万５,０００円につきま

しては、事務費並びに賦課徴収費に係る経費について一般会計から繰り入れを行うものでございま

す。２目保険基盤安定繰入金、予算額５,３１７万１,０００円につきましては、低所得者に対する保険

料の軽減分を繰り入れるものでございます。 

 以上で歳入の説明を終わります。 

 続きまして、１９８ページ、１９９ページをお開き願います。 

 ３の歳出の主なものをご説明いたします。 

 第１款総務費、第１項総務管理費、１目一般管理費、予算額１,４０２万円につきましては、人件費

及び事務費等でございます。第２項徴収費、１目賦課徴収費、予算額１５４万７,０００円につきまし

ては、賦課徴収に係る事務経費でございます。 

 第２款第１項１目後期高齢者広域連合納付金、予算額２億４,８９１万７,０００円につきましては、

保険料並びに保険基盤安定繰入金の合計を納付金として計上したものでございます。 

 以上で、平成３０年度上三川町後期高齢者医療特別会計予算の説明を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 会議途中ですが、昼食のため休憩といたします。午後１時、再開いたします。 

午前１１時５３分 休憩 

 

午後１時００分 再開 

○議長【田村 稔君】 休憩前に復しまして会議を再開いたします。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 上下水道課長。 

○上下水道課長【小林 実君】 まず、２０９ページをお開きください。 

 議案第３４号「平成３０年度上三川町公共下水道事業特別会計予算」についてご説明いたします。 



68 

 予算書の２１６、２１７ページをお開きください。 

 まず、歳入の主なものについてご説明いたします。 

 第１款第１項１目下水道事業費負担金、予算額１,９６３万２,０００円。主に１節の受益者負担金で、

現年度と過年度賦課分、合わせて１００件分を見込むものでございます。 

 第２款第１項１目下水道使用料、予算額２億９,２８０万円。主に１節の下水道使用料で、接続件数

約８,０００件の使用料を見込むものでございます。 

 第３款国庫支出金、第１項１目公共下水道補助金、予算額１億１,２３６万円、対前年度比４,０２７

万８,０００円の減額です。下水道整備に伴う社会資本整備総合交付金でございますが、減額理由は、

平成２９年度で調整池の用地取得を行いましたが、当初予算から事業費ベースで８,８７０万円、補助

金ベースで２分の１で４,４３５万円が残り、財政と協議の結果、当該分を３０年度の工事請負費から

前倒しで実施するに至ったため減額になったものでございます。 

 次に、第７款町債、第１項１目公共下水道事業債、予算額２億１,１８０万円、２目流域下水道事業

債２,１７０万円、３目特定環境公共下水道事業債６,５２０万円につきましては、いずれも起債対象事

業に対する起債額を計上するものでございます。 

 続きまして、歳出についてご説明いたします。 

 ２２０、２２１ページをお開きください。 

 第１款第１項１目一般管理費、予算額７,３０２万４,０００円。主に、第１３節委託料２,５７７

万８,０００円は、下水道使用料徴収事務の水道事業会計への委託料、及び公共下水道事業会計の地方

公営企業法適用に伴う資産調査等の業務委託でございます。 

 次に、第２款第１項１目一般管理費、予算額５,５５４万３,０００円。主に１３節委託料１,９６２

万円は、平成２９年度に整備した区間の下水道台帳整備、また、雨水調整池などの雨水施設管理費、マ

ンホールポンプの保守点検の雨水施設管理でございます。１５節工事請負費２,３００万円のう

ち２,０００万円につきましては、ゆうきが丘地内の不明水対策工事でございます。 

 次に、２２２、２２３ページをお開き願います。 

 ２目公共下水道費、予算額３億５,４９６万９,０００円。主に、１５節工事請負費３億２,６０７万

円のうち、１億８,４３２万円は、愛宕町地内武名瀬川排水区の雨水調整池整備工事費、その他約１

億４,０００万円につきましては、富士山、上梁、多功地区の管路布設工事及び路面復旧工事でござい

ます。次に、３目特定環境保全公共下水道費、予算額９,０１０万円。主に、１５節工事請負費

の６,８６０万円は、石田地区の管路布設工事、路面復旧工事等でございます。 

 次に、第３款第１項１目流域下水道費、予算額１億７,６６４万１,０００円につきましては、１９節

負担金、補助及び交付金で、主に流域下水道中央処理区への維持管理費１億５,４７１万５,０００円の

負担金等でございます。 

 次に、第４款公債費、第１項１目元金、予算額３億８,６５６万８,０００円、及び２目利子、予算

額１億６１万８,０００円につきましては、地方債の償還金でございます。 

 次のページ、２２４、２２５ページをお開きください。 

 第５款予備費は１５３万７,０００円を計上するものでございます。 
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 続きまして、ページを戻りまして２１２ページをお開きください。 

 第２表債務負担行為でございますが、平成３０年度水洗便所改造資金利子補給について定めるもので

ございます。期間を平成３１年度から平成３３年度までとし、限度額を１件当たり５０万円以内の借入

金額に対し、年利３.５％、１３万５,０００円と定めるものでございます。 

 次に、下の第３表地方債でございますが、先ほど歳入でご説明しましたとおり、それぞれの予算額を

定めるものでございます。起債の方法、利率、償還の方法につきましては、一般会計と同様でございま

す。 

 以上で公共下水道事業特別会計予算の説明を終わります。 

 続きまして、２３５ページをお開き願います。 

 議案第３５号「平成３０年度上三川町農業集落排水事業特別会計予算」についてご説明いたします。 

 予算書の２４２、２４３ページをお開きください。 

 まず、歳入の主なものについてご説明いたします。 

 第１款第１項１目農業集落排水事業分担金、予算額１６２万円につきましては、新規加入分と過年度

賦課分を見込み計上いたしました。 

 第２款第１項１目農業集落排水使用料、予算額５,４７０万円につきましては、使用者約１,４３０世

帯分の使用料を見込み計上いたしました。同じく２項手数料、１目農業集落排水手数料６万１,０００

円につきましては、排水設備工事に関する手数料でございます。 

 続きまして、歳出についてご説明いたします。 

 ２４４、２４５ページをお開きください。 

 第１款第１項１目一般管理費、予算額２,４３８万８,０００円で、主な内容につきましては、２７節

公課費８６０万円は、消費税の支払額でございます。第２項１目施設管理費、予算額６,８４２万円に

つきましては、１１節需用費の中の光熱水費２,４１２万８,０００円、１２節役務費２,１６５

万１,０００円、１３節委託料１,８５２万８,０００円は、４カ所の処理場とマンホールポンプにかか

わる経費でございます。第３項３目農業集落排水事業建設事業費、予算額１,７００万円につきまして

は、１５節工事請負費として南部地区の路面本復旧工事、並びに農業集落排水区域内の管渠整備工事で

ございます。 

 次ページ、２４６、２４７ページをお開きください。 

 次に、第２款第１項公債費、１目元金、予算１億４,８７６万１,０００円、並びに２目利子、予算

額５,７１０万３,０００円につきましては、地方債の償還金でございます。 

 第３款予備費は、１３２万８,０００円を計上するものでございます。 

 続きまして、ページを戻りまして、２３８ページをお開きください。 

 第２表債務負担行為についてご説明いたします。 

 平成３０年度水洗便所改造資金利子補給について定めるものでございます。期間を平成３１年度から

平成３３年度までとし、限度額を１件当たり５０万円以内の借り入れに対し、年利３.５％、１３

万５,０００円を定めるものでございます。 

 以上で、農業集落排水事業特別会計予算の説明を終わります。 
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 続きまして、２５７ページをお開きください。 

 議案第３６号「平成３０年度上三川町水道事業会計予算」についてご説明いたします。 

 予算書の２５７ページをお開きください。 

 第２条、業務の予定量でございますが、給水人口２万７,９００人、年間総給水量３４２万５,０００

立方メートル、１日平均給水量９,３８４立方メートル、主な建設改良事業として配水管布設工事１

億４,８００万円を予定するものでございます。 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額でございますが、これは当年度の営業活動に伴い発生すると予

想される全ての収益、全ての費用を計上するものでございます。収入につきましては、水道料金収入が

主なものでございます。第１項営業収益４億７,３４０万円と、第２項営業外収益１億２,８２８

万４,０００円等を合計いたしまして、総額６億１６８万６,０００円を予定しております。 

 支出につきましては、総額５億７,２１８万９,０００円を予定しております。主に施設の維持管理費、

人件費、減価償却費、起債利子償還等でございます。 

 次に、第４条の資本的収入及び支出でございますが、これは水道施設の整備充実を図るための経費で

ございます。収入総額８,１９０万３,０００円を予定するものでございます。内訳でございますが、出

資金６,０５０万円、次ページ、２５８ページをお開きください。 

 負担金２,１４０万円でございます。支出は、総額３億５２８万２,０００円を予定しております。

第１項建設改良費１億６,８２２万６,０００円は、主に配水管の整備工事、及び舗装復旧工事費等、

第２項企業債償還金は、１億３,４０５万６,０００円でございます。 

 なお、前ページの第４条中の資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２億２,３３７

万９,０００円につきましては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額９９７万４,０００円、

過年度分損益勘定留保資金２億１,３４０万５,０００円を補填するものでございます。 

 第５条、一時借入金につきましては、限度額を１億円と定めるものでございます。 

 第６条は、予定支出の各項の経費の金額を流用できる場合について定めるものでございます。 

 第７条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費として、職員給与費４,２５０

万５,０００円を定めるものでございます。 

 第８条は、他会計からの補助金で、一般会計から受ける補助金額を３,７５２万４,０００円とするも

のでございます。 

 第９条は、棚卸資産購入限度額を６７７万２,０００円と定めるものでございます。 

 次に、２７２ページをお開きください。 

 平成３０年度上三川町水道事業予定キャッシュフロー計算書についてご説明いたします。 

 キャッシュフロー計算書とは財務諸表の一つで、会計期間内の資金の動きをあらわしたものです。 

 表にありますように、まず、１の業務活動でございますが、業務活動とは、企業が外部から資金調達

に頼ることなく営業能力を維持するためにどの程度の資金を主たる営業活動から獲得したかを示す主要

な情報でございます。当期純利益、減価償却費等、さまざまな項目がございますが、例えば、収入で言

えば、料金収入、支出で言えば維持管理費などでございます。業務活動によるキャッシュフローは、計

といたしまして、２億８,６４２万３,０００円を見込みます。 
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 次に、２の投資活動でございますが、こちらにつきましては、将来の利益及び資金獲得のための設備

投資にどの程度の資金を投入したか、また投下した資金をどの程度回収したかを示す情報でございます。

例えば、建設改良費に係る負担金収入、配水管布設工事の支出などでございます。投資活動によるキャ

ッシュフローは、計といたしまして、マイナス１億３,４３０万９,０００円を見込みます。 

 次に、３の財政活動でございますが、こちらにつきましては、営業活動及び投資活動を維持するため

にどの程度の資金が調達され、また、どの程度の資金が資本の提供者に返済されたかを示す情報、例え

れば、起債の借り入れ、起債の元金償還などが該当いたします。財政活動によるキャッシュフローは、

計としまして、マイナス７,３５５万６,０００円を見込みます。業務活動で得た資金２億８,６４２

万３,０００円を、投資活動、財政活動に投入し差し引いた額、４の資金増減額７,８５５万８,０００

円が、平成３０年度中に見込まれる現金の増加で、平成２９年度見込残高と合わせ、平成３０年度末残

高として、６の資金期末残高２１億１,００５万５,０００円を見込んでおります。 

 続きまして、右側の２７３ページでございます。 

 平成３０年度上三川町水道事業予定損益計算書でございます。この表は、その事業年度の終わりに予

想されます経営成績を損益計算書の形であらわしたものでございます。１、営業収益から２、営業費用

を差し引いた営業利益につきましては、右端の列の一番上の行になりますが、マイナス５,７２９万円

を見込んでございます。 

 ３、営業外収益から、４、営業外費用を差し引いた利益は、右端の列の上から２行目、８,８５１

万９,０００円を見込んでおります。それらの利益を合計した経常利益は、右端の列、上から３行

目、３,１２２万９,０００円を見込んでおります。この経常利益から６、特別損失２０万円を差し引い

たものが当年度純利益でございます。右端の列の下から２行目、３,１０２万９,０００円を見込むもの

でございます。 

 続きまして、２７４ページをお開きください。 

 平成３０年度上三川町水道事業予定貸借対照表でございますが、この表につきましては、平成３０年

度末におきます水道事業の財政状況を明らかにするため、資産、負債及び資本を総括的にあらわしたも

のでございます。 

 まず、資産の部でございますが、１、固定資産の合計、右端の１行目でございますが、７４

億７,４９３万円でございます。主なものにつきましては、ウの構築物で、２列目、３行目、６４

億５,０３７万５,０００円でございます。 

 次に、２、流動資産でございますが、流動資産の合計は、右端の２行目、２１億５,２３０

万５,０００円で、主なものにつきましては、（１）の現金及び預金でございます。固定資産と流動資

産を合わせました資産合計は、右端の列の一番下の二重下線、９６億２,７２３万５,０００円となる見

込みでございます。 

 次に、２７５ページの負債の部でございますが、３の固定負債、４の流動負債、及び５の繰延収益を

合わせました負債合計は、右端の列、上から４行目、３１億２,７４１万３,０００円を見込むものでご

ざいます。 

 資本の部につきましては、６の資本金の合計は、右端の列、上から５行目でございますが、５５
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億６,１８７万９,０００円でございます。 

 ７の剰余金の合計でございますが、右端の列、下から３行目、９億３,７９４万３,０００円で、資本

剰余金と利益剰余金を合わせたものでございます。また、負債合計と資本合計を合わせました負債資本

合計につきましては、右端の列、一番下の行、二重下線でございますが、９６億２,７２３万５,０００

円となりまして、前ページ、２７４ページの資産の合計と一致するものでございます。 

 以上で水道事業会計予算の説明を終わります。 

○議長【田村 稔君】 提案理由の説明が終わりました。これから質疑に入るわけですが、質疑の後、

先ほどの説明のとおり、本議案は、付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたしますので、質疑

の内容につきましては努めて基本的な事項としてください。 

 なお、所属する委員会の内容につきましては、委員会において質疑をお願いいたします。 

 最初に、議案第３０号「平成３０年度上三川町一般会計予算」についての質疑をお願いいたしま

す。９番、勝山修輔君。 

○９番【勝山修輔君】 １９ページの３、住宅使用料というので、町営住宅、町営住宅駐車場というの

は、これは利益に入っているのですか、これをお尋ねしたいのと、それから、２３ページの、この産地

パワーアップ事業というので、トマト農家の７,１００というやつは、こんなに大金がどうして、この

補助金ですが、こんなにどういうふうに出てくるものなのか、お尋ねします。 

 それから、この町営住宅整備基金に、２７ページの基金繰入金の中の町営住宅施設整備計画

の１,１００万円というのは、どうしてここに出てくるのか。 

 それから、３４ページ、３５ページの委託料の中に、施設管理費として２,１０１万８,０００円とい

うのが、どういうことでしょうか。 

 それから、施設管理費で、４０ページの１３節、１億９９４万９,０００円、このことについてと、

この次のページ、４１ページにとちぎテレビデータ……。 

○議長【田村 稔君】 勝山議員、土木とか建築にかかるのは自分が委員ですから、除いてください。 

○９番【勝山修輔君】 どこ？ 

○議長【田村 稔君】 １９ページもそうですし、今、言った施設管理費も、自分の所属でしょ？ だ

から所属は除いてということで。 

○９番【勝山修輔君】 ああ、そう。じゃあ、以上と、それとね。 

○議長【田村 稔君】 勝山議員、産業厚生常任委員会ですから。 

○９番【勝山修輔君】 じゃあ、これ、６１ページのイベント管理も私ですか。 

○議長【田村 稔君】 いや、これは生涯学習だから、はい。 

（「違いますか」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 所管じゃありません。 

○９番【勝山修輔君】 じゃあ、これのイベント委託料でもって９０５万４,０００円と２４

万３,０００円の借り上げのことをお尋ねします。 

○議長【田村 稔君】 勝山議員、申しわけない、今のは健康課なんで勝山議員の所管です。 

○９番【勝山修輔君】 だから、聞いているじゃん、先に。 
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○議長【田村 稔君】 申しわけございません。 

○９番【勝山修輔君】 じゃあ、これもそうかな、農地費の中の施設管理費も私ですか。 

○議長【田村 稔君】 産業振興は、農地も先ほどのもそうです。 

○９番【勝山修輔君】 じゃあ、商工もそうだね。 

○議長【田村 稔君】 そうです。 

○９番【勝山修輔君】 はい、わかりました。今までのだけで結構です。 

○議長【田村 稔君】 その他質疑ございませんか。はい、６番、志鳥勝則君。 

○６番【志鳥勝則君】 ４点ほど質問させていただきます。 

 まず、予算書の３３ページ、８節報償費の中で、寄付者に対する記念品ということでありますが、こ

れは２００万円というような予算額になってますけど、この内容等についてお尋ねいたします。 

 それと、予算書の３９ページの委託料、デマンド交通運行事業ということで、本年度の当初予算

は２,８６２万６,０００円、昨年度に比較すると２０２万４,０００円、予算が上積みになっています

けどもが、先ほどの３月補正のときに、委託料が４４９万４,０００円、減額になっているという中で、

今年は去年より２００万円近く予算を多く組んでますけどもが、去年と、２９年度と３０年度のデマン

ド交通の運行事業内容が変わっているのかどうか、この辺の予算の変化をお尋ね申し上げます。 

 続いて、７７ページの４目産業団地推進費ということで予算が計上されてますけどもが……。 

○議長【田村 稔君】 志鳥議員、所属、常任委員会で、所管でございます。 

○６番【志鳥勝則君】 これは企画じゃないですか、予算。 

○議長【田村 稔君】 ああ、企画だけね、はい、すいません。 

○６番【志鳥勝則君】 産業団地の進捗状況はどのようになっているのか。そして、２１万５,０００

円の普通旅費ということがありますけどもが、どの辺の視察を、どちら方面の視察を予定しているのか

ということです。 

 最後、４点目ですけどもが、１０９ページ、１１節の需用費、中で、４目給食センター費なんですけ

どもが、１１節の需用費の中で賄材料費が６３３万円ということになっています。２９年度の当初予算

を見ますと６３７万１,０００円、２８年度の賄材料費を見ますと６４８万円ということで、ここ、

年々下がっております。そうした中で、今現在もそうですけどもが、野菜が例年になく高騰していると

いうこと、学校給食の給食センターのメニューも大変苦労しながらやっているという中で、私としては、

この６３３万円という予算が妥当なのかどうか、これからも異常気象で材料費、野菜等が値上がりして

くるというようなことも想定されます。そうした中で、この６３３万円が妥当なのかどうかということ

をちょっと疑問に思いますが、これらの積算内容をお聞かせ願いたいたく思います。よろしくお願いし

ます。 

○議長【田村 稔君】 はい、総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 それでは、まず、３５ページの財産管理費、１３節委託料、施設設備管理

についてご説明いたします。 

○議長【田村 稔君】 違う、３３ページの寄付者に対する記念品。 

○総務課長【田中文雄君】 あっ、失礼いたしました。３３ページ、一般管理費、８節報償費、寄付者
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に対する記念品２００万円でございますが、こちらにつきましては、ふるさと納税の寄付者に対する記

念品を見込んでおります。件数につきましては、１件当たり４,０００円で５００件を見込んでおりま

す。 

 次に、３５ページの行政管理費……。 

○議長【田村 稔君】 総務課長、それは質問していない、所管なので。３９ページ、デマンド。企画

課長。 

○企画課長【枝 博信君】 デマンドにつきましての委託料でございます。予算額２,６５６

万８,０００円。実際には、運賃分、今年度も補正でもやってございますが、運賃分を差し引いた額を

支払っているということで、その分を減額して、実際には、契約の中では、運賃収入につきましても一

緒に、そういったシステムで契約のほうを結んでございます。そこから１年分の運賃の利用料を引いた

ものを実際には事業者さんのほうにお支払いするという形でございます。 

 それと、あと、７７ページの産業団地のほうでございますが、産業団地につきましては、今回、２月

にですね、地権者の方にお集まりをいただきまして、今度、県のほうで、昨年、町長のほうで要望書の

ほうを提出されまして、調査の主体のほうが県の公社さんのほうで調査主体になっていただいていると。

今後につきましては事業主体ということで、事業のほうを受けていただくのが、企業局さんか、公社さ

んのほうで受けていただければということで、今、同意書のほうを、地権者さんにこの間、説明会を持

ちまして、同意書のほうにサインをお願いしまして、それを県のほうに提出させていただきまして、事

業主体の選定に今後入っていくという形でございます。 

 それともう１点、旅費のほうがかなり取ってあるということでございます。これにつきましては、産

業団地のほうが、進んでいく中で、企業さんのほうにですね、ＰＲをかけるということで、県のほうで、

大阪事務所のほうでもＰＲのほうを行いますので、３０年度につきましては、大阪のほうにも出向いて

ですね、ＰＲのほう行っていきたいというふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長【田村 稔君】 はい、教育総務課長。 

○教育総務課長【枝 淑子君】 それでは、給食センター賄材料費６３３万円の内訳についてご説明い

たします。賄材料費につきましては、給食、以前は週３日間を米飯、２日をパン食、それを、お米消費

拡大も含めまして、１回米飯給食を増やしたことによって、その差額に関する上乗せ分として賄材料費

として、主食代として、パンをお米にかえたことによる増加分として、今回、３０年度は米飯給食

が４０回、回数として増える見込みですので、その分として２８２万６,９６３円。それに伴うおかず

代として、パン食とごはん食ではおかず代についても、ごはん食のほうのおかず代が多くかかるという

ことで、その差額、４０回分を見まして２９２万４,８４８円、合わせて５７５万１,８１１円を見込ん

でおります。残りの差額分につきましては、毎月、給食センターで検食用の給食を取っております。そ

の検食用の食材日として賄材料費で町から負担しているものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長【田村 稔君】 失礼いたしました。先ほど、９番、勝山修輔議員の財産管理費、３５ページで

すね、こちらは施設管理費になりますので、総務課より答弁させます。総務課長。 
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○総務課長【田中文雄君】 それでは、２款１項３目財産管理費の１３節委託料で、施設設備管

理２,１０１万８,０００円の主なものについて説明いたします。 

 こちらの施設管理費につきましては、この庁舎の維持管理でございます。主なものとしましては、庁

舎の清掃業務、空調機械設備常駐運転者業務、それから、冷温水機保守点検業務、庁舎夜間警備、電話

受け付け等の業務、それから、庁舎庭園管理業務、主なものとしては、そのようなもの合わせて１９項

目ほど委託管理業務をして行います。 

○議長【田村 稔君】 その他、質問はございませんか。６番、志鳥勝則君。 

○６番【志鳥勝則君】 再度お聞きしたいと思いますが、予算書３３ページの寄付者に対する記念品と

いうことで、１件４,０００円で５００件予定しているということです。そして、私の予算書の見方が

悪いのかどうかわからないですけどもが、予算書の２７ページを見ると、ここで第１６款寄附金という

ことで、一般寄附金２５０万円、指定寄附金２５０万円、合計５００万円ということになっていますけ

どもが、これらの寄附と、この歳出で言っている寄付者に対する記念品とは関連性があるとよろしいの

かということ。 

 そして、もう１点なんですけどもが、デマンド交通に対する減額は、運賃収入分を差し引いたものだ

ということの説明でしたが、そうすると、平成３０年度の予算についても、こういった運賃収入に対す

る、乗車賃金に対する補正予算があり得るということで理解してよろしいのかということ。 

 それと、学校給食で、ここ、野菜が高騰しておりますけどもが、学校給食の回数によって、そのおか

ず代等を賄材料費として出しているということで、今年のような野菜高騰の時期になると、予算は変わ

らず、高い野菜を買って、給食の野菜の内容、おかずの内容が量が減るとかというふうな、こういった

ことで理解してよろしいですか。 

○議長【田村 稔君】 以上３点ね。はい、総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 それでは、まず、予算書２７ページの歳入、第１６款寄附金、第１項寄附

金、１目の一般寄附金と２目指定寄附金、こちらについてご説明いたします。ふるさと納税につきまし

ては、ふるさと納税の使い道ですね、それを、ある程度寄附者が決められるという制度を導入してござ

います。寄附者が使い道について、ある程度、要望を出せる形にしたほうのが、より寄附金の件数が増

えるのではないかということで、指定寄附金という形をしているものと、特に使い道は指定しませんと

いうもの、一般寄附金と分けてございます。おのおの２５０件ずつ寄附金を見込んでおりますので、こ

のような数字になってございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 企画課長。 

○企画課長【枝 博信君】 先ほどのデマンド交通でございます。デマンド交通のほうの３０年度予算

についても、運賃収入については、また補正等があるのかというご質問かと思うんですが、これにつき

ましては、同じように考えてございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【枝 淑子君】 野菜高騰時の給食の関係でございますけれども、今年度のように葉物
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野菜等が高騰した折りには、根菜野菜を使う等、あるいは冷凍の野菜を使う等、献立の工夫等をしなが

ら対応しているところですので、給食の栄養価が落ちるということはないように栄養面にも考えて献立

を作成しているところでございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 ６番、志鳥勝則君。 

○６番【志鳥勝則君】 ふるさと納税等の返納金については、どれぐらい返納するのが謝礼としていい

のかということもあるかと思うんですけどもが、私、一般寄附と指定寄附、これが合計５００万円、こ

れに対して２００万円の謝礼をやるというのは、ちょっとあんまりにも謝礼としては金額が大き過ぎる

んじゃないかなというふうに思っております。その辺のところ、どう事務局は思っているのかというこ

とです。 

 それと、学校給食の件につきましては、同じような件で一般質問の中で通告させていただいておりま

すので、詳しくはそのところでやりたいと思いますので、寄附金についてだけの答弁を求めます。 

○議長【田村 稔君】 総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 はい。ただいまのご質問にお答えいたします。ふるさと納税に対する返礼

品につきましては、一般、マスコミ等でも返礼品の高額化ということが騒がれておりまして、総務省か

ら、趣旨に反しないようにという通達が出たこともございます。一応、私ども町のほうとしましては、

ふるさと納税の返礼品につきましては、常識をわきまえた上で、総務省の指示に従う形で額のほうは抑

えているつもりでございます。ただですね、本町でふるさと納税の返礼品として考えていますのは、本

町の特産品ですね、現在、産業振興課のほうで実施しています上三川ブランド、そういうもののＰＲ活

動に努めたいというのがございます。ふるさと納税、町外者の方が上三川町に納税していただくので、

返礼品としまして、町の特産品等をお返しすることによって、上三川町をより理解していただくという

趣旨で考えております。 

 なお、返礼品の額につきましては、総務省の指示の範囲内におさまるように考えてございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 その他、はい、１４番。 

○１４番【稲葉 弘君】 ２点ほど質問なんですけど、平成３０年度の新事業として４つ挙げてますけ

どね、住宅取得支援事業、ハザードマップの更新、ベビーギフト事業ですか、それとあと、中学３年生、

高校３年生へのインフルエンザ予防接種ということで挙げていますけども、この予防接種のことで、中

学３年と高校３年だということなんですけど、この限定したというのはどういう理由なんですか、予算

の関係なんですか、それともほかのあれでやってないから、それが１点。 

 あと、願成寺地区ということで、市街地整備事業ということで公園つくるということですか、それで、

予算が８７８万２,０００円ということで上がっていますけども、これは、新しい団地の中につくると

いうことで、そういうふうに理解していいんでしょうか、２点です。 

○議長【田村 稔君】 健康課長。 

○健康課長【梅沢正春君】 ただいまのご質問の１点目です。中学３年生、高校３年生に対するインフ

ルエンザの助成についてですが、インフルエンザの助成につきましては、これまでも議会のほうで何度
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かご質問いただき、その際には、なかなか効果が出づらいということで見送っているんですというよう

なご答弁をしてまいりましたが、今回、対象となります中学３年生、高校３年生につきましては、まあ、

若年者ということで、例えば、高齢者ですと、発病の防止効果としては約４５％と言われております。

また、逆に、幼児となりますと効果が下がりまして２０％から３０％程度と言われております。中学３

年生、高校３年生、いわゆる若年者ということで、もう少し効果が高くなってきておりますので、その

辺の年齢ですと、個人の発病阻止、あるいは重症化予防には、ある程度の効果があるのではないかなと

考えております。 

 また、年齢、中学３年、高校３年ということで今回限定させていただいた理由の一つには、それぞれ、

受験ですとか、就職のシーズンに当たっております。人生の大事な岐路に立っている若者を町としても、

そういう面からも支援したいという思いも、当然ここには含まれております。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 都市建設課長。 

○都市建設課長【伊藤知明君】 ２点目のご質問、願成寺地区への公園整備の考え方ということなんで

すが、願成寺地区市街地整備事業としまして、平成３０年度から、願成寺地区の市街地地内に街区公園

の整備を今、計画しているところでございます。先ほど議員が申しましたように、今現在、民間で開発

している地区がございますが、民間で開発している住宅団地の中に設置する公園ということではなくて、

願成寺の市街化区域の中に設置を考えている公園ということでございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 その他、質疑ございませんか。１２番、稲見敏夫君。 

○１２番【稲見敏夫君】 それでは、私のほうからですね、２点、質問させていただきます。 

 まず、１４ページのですね、町税の個人町税、また、固定資産税ということであるんですが、滞納繰

越ですね、１,９００、また、固定資産税においては２,４００ということで計上されているわけなんで

すが、実際の滞納額というのはもうかなりの額になっていると思うんで、どのようなわけで、この金額

を計上しているか、１点、お尋ねしたいと思います。 

 もう１点、８９ページですね。２節の非常備消防で、１９節交付金ということで、消防団部運営費と

いうことで７５万円計上されているんですが、これの使い道ですね。どういうわけで計上されているの

か、お尋ねしたいと思います。 

○議長【田村 稔君】 税務課長。 

○税務課長【伊澤幸延君】 １４、１５ページの町税につきましての滞納繰越額ということですけども、

滞納繰越分を積み上げた額、いわゆる調定額は、議員さんがおっしゃるようにもっと大きい金額でござ

いますが、それに徴収見込率、過去の傾向を見まして徴収見込率、これを定めまして、その調定額に徴

収見込率を掛けたもので予算を計上しております。そのために、調定額よりは小さいというか、内輪の

金額になっております。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 次に、予算書の８９ページ、第９款消防費、第１項消防費、２目非常備消
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防の負担金、補助及び交付金の交付金７５万円、こちらにつきましては、消防団部運営費ということで、

消防団につきましては、火災また水害等の非常時のほかに、通常から消防車を動かして備えるというよ

うなことがございます。そのような日常的な活動に対する支援としまして、各部のほうに支援金を出し

ているものでございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 よろしいですか。その他、質問、はい、１０番、津野田重一君。 

○１０番【津野田重一君】 ちょっとお聞きします。今年度もやっているんですけど、来年度も庁舎整

備でやっておりますよね、工事を。今日、私、庁舎の工事っていうのは来庁者がいるわけですよ、既に。

私も今日、来るときに、玄関の入り口に荷物が置いてあるんですよ。そうすると、その荷物と来庁者の

ラインが安全の柵がしてないんですよね。そこら辺の管理をちょっとしっかりやってもらいたい、そう

いう要望でございます。 

○議長【田村 稔君】 建築課長。 

○建築課長【川島勝也君】 ただいまのご指摘につきましては、業者のほうとよく十分、安全管理のほ

うを対応させていただきたいと思います。 

○議長【田村 稔君】 １５番、石﨑幸寛君。 

○１５番【石﨑幸寛君】 教育総務課所管のことでお尋ねいたします。９２、９３、３目で教育研究所

費、今年も２,９００万円ですか、急に増えて。去年の予算書を見ると１,２００万円も増えている。こ

こ例年増えているような感じですけれども、この事業内容といいますか、何かあるんでしょうか、内容

を説明していただければ。 

○議長【田村 稔君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【枝 淑子君】 ただいまのご質問にお答えいたします。 

 教育研究所費が昨年度に比べまして大幅に増額になっていることに関しましては、今まで、小学校、

中学校費に計上しておりました外国語指導助手派遣事業に係る経費を教育研究所に組みかえたことによ

るものでございます。その分、小学校費、中学校費のほうが減額になっております。 

 以上でございます。 

○議長【田村 稔君】 １５番。 

○１５番【石﨑幸寛君】 その１３節の委託料で人材派遣２,５００万円、これのことなんでしょうか、

これはどういう人材なんでしょうか。 

○議長【田村 稔君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【枝 淑子君】 外国語指導助手の派遣事業に係る費用につきましては、１節の報酬

で３名分、及び委託料の人材派遣事業のほうで４名分を見込んでおります。人材派遣に関しましては、

学校図書館司書及び外国語指導助手の人材派遣ということでの計上になります。 

 以上です。 

（「わかりました」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 その他、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長【田村 稔君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、議案第３１号「平成３０年度上三川町国民健康保険事業特別会計予算」から議案第３６号「平

成３０年度上三川町水道事業会計予算」までについて、一括して質疑をお願いいたします。１４番。 

○１４番【稲葉 弘君】 それでは、何点か質問なんですけども、第１点はですね、国保会計なんです

けども、県が示した納付金、この金額ですね、幾らになるのかということ。 

○議長【田村 稔君】 何ページか。 

○１４番【稲葉 弘君】 これは１ページのあれかな。 

○議長【田村 稔君】 県負担分、ページと、さっきチェックしたからあるでしょう。 

○１４番【稲葉 弘君】 そうですね。保険税のほうに入るのかな、ということで、それとあと、標準

税率ですね、保険の税率、どれぐらいになるのか、それをお聞きしたいと思います。国保会計ですね。 

 あと介護なんですけども、介護保険ということで質問させていただきましてね、第７期介護保険の、

要するに、給付費ということで、答弁ではね、３年間で５８億８,０００万円だと、こういう予定して

いるということですけども、その中で、介護予防給付費というのはどれぐらい見込んでおるのかという

こと、それをお聞きしたいと思います。 

 それとあと、基準額ということで、６５歳以上の人数でどれぐらいの基準額になるのか、それをお聞

きしたい。 

 それとあと、今回ですね、介護保険料が引き上げられまして、第１段階から第１５段階まで引き上げ

られましたけども、この各段階ごとの対象人数ですね。おそらく、そちらで計算していると思うんです

けども、対象人数はどのぐらいを見込んでいるのか、第１からお願いしたいと思います。 

 それと、あとはですね、後期高齢者ということで質問なんですけども、これ、保険料を見ますとね、

今年度２,９００万円ということで増額になっていますけども、この増額の理由ですね、どういう理由

で増額になったのかということと、それとあと税率ですね、税率はどうなったのかということと、あと、

高齢者の人口、７５歳以上の人口は何人ぐらい予定しているのか、それをお聞きしたいと思います。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 保険課長。 

○保険課長【川島信一君】 一番最初の国保の納付金の額ですが、予算書になりますと、１４４ペー

ジ、１４５ページになります。第３款国民健康保険事業納付金の第１項医療給付分、並びに第２項後期

高齢者支援金等分、第３項介護納付金分、こちら３つの合計額になります８億３,２２６万７,０００円、

こちらが納付金の額になります。 

 標準税率のほうですが、県のほうから示されました上三川町の標準税率は、所得割について、医療費

分で６.３３％、後期高齢者分で２.３３％、介護保険料で１.６７％になります。 

 次の介護保険料ですが、第１段階の場合が３万２,４００円が３万７,５００円ですので。 

（「人数です」の声あり） 

○保険課長【川島信一君】 ああ、人数、済みません。人数のほうは、手元にあったんですけど、探し

切れないので、後でご説明いたします。済みませんです。 

（「じゃあ、予防給付費と基準額お願いします」の声あり） 
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○保険課長【川島信一君】 あと、６５歳以上ですけども、平成２９年度現在の年齢で６,８３７人。

それと、後期高齢者の増額の原因につきましては、主に対象者数の増によります。あとはちょっと、今、

資料が見つからないんで、見つかり次第お知らせいたします。済みません。 

○議長【田村 稔君】 １４番。 

○１４番【稲葉 弘君】 介護保険料のこの人数ですね、ぜひ、出していただきたいということでお願

いしたい。 

 それとあと、介護保険で基準額幾らぐらいになるのかということで、これでお聞きしたいということ

と、あと、３年間のですね、介護予防給付費、どのぐらいになるのか、それを後でいいですから提出を

お願いしたいと思います。 

 あと、国保会計なんですけども、特別会計なんですけど、今、課長から答弁があったんですけども、

県からの資料によりますとね、県の資料で、納付金額ということで平成３０年度、試算したんですけど

も。 

○議長【田村 稔君】 何の特別会計ですか。 

○１４番【稲葉 弘君】 国保です。国保の納付金ということで県に納めるお金なんですけども、これ

が、県のほうで試算しまして、これが８億２,９９６万３,９３５円ということで、こういう、出てるん

ですよ、金額がね。それでですね、県の示したね、税率なんですけども、例えば、上三川ですとね、医

療分ということで、所得が今、７.６％なんですけども、県のほうで示した資料によりますと６.３３な

んですよ。均等割がですね、２万９,０００円が２万２,４５８円。だから、あと、平等割がですね、２

万５,０００円が１万９,０８６円ということ、こういう金額なんですよね。ですから、税率引き上げじ

ゃなくてですね、やはり、引き下げることは十分できると思うんですね。だって、県のほうでこういう

試算を出しているんだから、これでやっているということだと思うんですよ。だから、そこのところを

ね、どういうふうに考えているんだかね。だって、上三川の国保税はですね、平成２７年度、県内で一

番高いんですよね、１人当たりね。だから、そういう点で、まだまだ引き下げる余地は十分にあると、

そういうふうに思っているんですけども、執行部のほうでどういうふうに考えているのかね、それをお

聞きしたいと思います。 

○議長【田村 稔君】 保険課長。 

○保険課長【川島信一君】 済みませんでした。先ほどの段階ごとの人数でございますが、介護保険料

につきまして、全部で１５段階に分かれていますけども、第１段階が８９８人、第２段階が３５１人、

第３段階が３６４人、第４段階が１,４１０人、第５段階が１,２０１人、第６段階が１,０５０人、

第７段階が９６１人、第８段階が３９７人、第９段階が１３９人、第１０段階が７７人、第１１段階

が３８人、第１２段階が２２人、第１３段階が１５人、第１４段階が１２人、第１５段階が６０人とな

っております。 

 それと、国保のほうの医療費についてですけども、一応、今回、説明のほうでもしましたが、初年度

ということで、今回については一応、据え置きという形で税率のほう、改定せずに計上させていただき

ました。今年の３０年度の様子を見て、また３１年度については税率をどうするかというのを検討した

いと考えております。 



81 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 その他、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りいたします。各常任委員会に付託しました議案第３号から議案第２２号まで、及び議案第３０

号から議案第３６号までにつきましては、会議規則第４６条第１項の規定により、３月１４日までに審

査を終了するよう期限をつけることにしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 異議なしと認めます。したがって、議案第３号から議案第２２号まで、及び議

案第３０号から議案第３６号までについては、３月１４日までに審査を終了するよう期限をつけること

に決定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 本日はこれで散会といたします。 

 なお、明日６日は午前１０時から一般質問を行います。お疲れさまでございました。 

午後２時０８分 散会 


